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救急振興財団

救急振興財団ホームページより



九州研修所での研修

・感染防止対策強化研修（年2回・各1週間）

・指導救命士養成研修（年2回・各1.5か月間）

・救急救命士研修課程（年1回・7か月間）
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処置拡大：平成26年から









・40歳代後半から40歳前後へ

・役職者から現場救急隊長へ

・「インストラクター」の増加

・ほぼ処置拡大講習修了者に

研修修了者の状況と研修生の変化



研修内容の見直し

・指導救命士の運用・制度に関する面から
→「救急業務のあり方に関する検討会」の資料

・研修に対するニーズに関する面から
→消防本部へのアンケート内容
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あり方検討会資料から

・指導救命士の認定要件
特定行為の施行経験（技術）
教育指導や研究発表についての経験

・指導救命士の更新要件
・指導救命士に対する教育

・頻度の高い業務内容
同乗実習 シナリオトレーニング



消防本部へのアンケート調査

期間 令和6年8月9日から1か月間

方法 WEBによる回答

対象 722消防本部

回答 695消防本部（回答率:96.3%）



指導救命士の養成計画

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

将来的に必要と考える指導救命士数

今後も継続的に指導救命士の養成が
行われることが予想される

↓
養成研修の必要性についても
不変であると考えられる



令和７年度の指導救命士養成研修の派遣先（予定）

（参考）
救急救命九州研修所 定員400名  30日間 
消防大学校 救急科 定員48名 38日間

救急救命九州研修所 280名
都道府県消防学校  87名
消防大学校  32名
その他（MCでの研修等）  31名



派遣先選定理由：救急救命九州研修所

・実績・募集人数
これまでの派遣実績 募集人数

・研修内容・環境
カリキュラムの充実 全国からの派遣

・他の選択肢がない
自地域での研修がない 枠が少ない



派遣先選定理由：都道府県消防学校

・予算上の問題
旅費・研修費

・利便性
通勤可能

・環境
県内からの派遣



派遣先選定理由：消防大学校

・研修内容
救急業務全般・総合的な研修

・予算上の問題
旅費・研修費

派遣先選定理由：その他（地域MC等）

・期間・予算上の問題

・研修施設以外での研修体制
病院派遣による研修



養成計画・派遣先選定理由から

・養成計画（人数）に変化の徴候はみられない

・研修内容以外に実績や予算、期間が一定程度
派遣先の判断材料になっている

↓

・研修規模・期間等について変更の必要はない

・研修内容についての意見を参考に検討することに



研修内容に対する意見

＜内容＞ 特に改善の必要なし：48.6%
習得済の内容を除外：32.8%
（実技に関する部分）

教育技法・指導要領、統計学に関する
内容の充実を希望する意見あり

＜期間＞ 適切：70.9%
長いほか：16.4%＊

＊「処置拡大」を除くまたは他の内容に変更を希望



新カリキュラム概要

１ 研修期間は変更なし

２ 「処置拡大」部分は廃止

３ 指導救命士の役割に関する理解促進（講義）

４ 統計学に関する内容の拡充（実習）

５ 教育技法に関する内容の拡充（講義・実習）

６ 想定訓練の拡充（実習）






	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30

